
世界14カ国に展開するイノアックグループ。
東北の生産拠点として活躍しているのが
『東北イノアック』の社員たちだ。
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■1 小牛田、若柳、北上工場に続く第４の生産拠点として2019年２月に竣工した築館工場。
同社が誇る高性能断熱材「サーマックス」の製造を行う。■2 手がけた部品は小さくてもや
がて大きな価値ある製品となる。モノづくりを支えるやりがいは大きい。■3 製造工程の機
械化・自動化が進んでも最終工程の目視検査など、人の目による入念なチェックが欠かせ
ない。■4 既成概念にとらわれない柔軟な発想力で、まだこの世にない製品を生み出すべく
若手社員のチャレンジが続く。■5 大崎市古川にある直営店『Fstory』では体圧分散マット
レス、「横綱マットレス」、枕などを販売。実際に寝心地を体感できる。

　現在は主に福祉用具の取り扱い企業へ営業活動を行い、そこ
で利用者のニーズを拾い出して製品の提案を行っています。また
介護予防の視点から、要介護状態になることを防ぐための介護予
防福祉用具の提案も行っています。リビング事業室は営業部門、
開発部門が一緒になっているので、お客様の声を聞いてすぐに試
作品を作り、ニーズにスピーディに対応することができます。職場
は自由に営業や提案ができる風土で、相談もしやすいと思います。
これからも「横綱マット」をはじめ、メイド・イン・東北のウレタン
製品を東北に広めていきたいです。

【名前】髙橋 竜矢　【在籍年数】2年
【所属】東北リビング事業室介護部門統括

お客様の声からすぐに試作品を作り
スピーディに対応できます

profile

ウレタン製品で

お客様の問題を解決

■設　　立  1964年4月
■代　　表  松田 行司
■資  本  金  5,000万円
■従業員数  277人（男219人／女58人）

〒987-0005
遠田郡美里町北浦字二又下28
TEL／050-3145-5836
FAX／0229-34-2303
https://www.tohoku-inoac.co.jp

求 人 情 報会 社 情 報
■初 任 給
■福利厚生

■休日休暇

■職　　種

大卒211,700円～、専門卒179,100円～、高卒166,700円～
社会保険等完備、財形貯蓄制度、クラブ活動、公的資格取得援助
制度、育児休業制度、介護休業制度、看護休業制度ほか
年間休日120日、週休２日制（土曜、日曜）、年次有給休暇、年末年
始、ゴールデンウィーク、夏期休暇、特別休暇（結婚休暇ほか）
製造技能職、開発職、設計・技術職

■インターンシップ受け入れ／あり　■大学生アルバイト受け入れ／なし
■採用担当者連絡先／TEL050-3135-9416（管理部総務課・佐々木）
　　noriyuki.sasaki@inoac.co.jp

■採用までの流れ
① エントリー
② 会社説明会
　（本社開催、工場見学あり）
③ 一次面接
④ 最終面接
⑤ 内定通知

■CORPORATE
　RESEARCH

□ 会社案内請求
□ 自社説明会
□ 会社見学

マイナビ リクナビ

採用ページはコチラから

株式会社東北イノアック
自動車部品関連製品・情報機器部品・ゴム製品・ポリウレタン発泡ボード・ウレタンシステム原料の製造および寝具製品の製造販売

とうほくイノアックfile03

ゼロから生み出すモノづくり
チャレンジのフィールドは無限大

会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー
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■4 公共施設や商業施設などに採用される「サーマックス」は若手社員たちが誇りを持ってその生産を支えている。

■1「サーマックス」の製造は機械化されているが、規格
外のサイズについては製造担当者が裁断することも。
■2 不良品の流出を防ぐことがサプライヤーの使命。厳
しい品質管理体制の下、安定した品質の製品を提供す
る。■3 築館工場の展示室に断熱材「サーマックス」をは
じめ、家具・寝具などのオリジナル商品を展示している。
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メイド・イン・東北の技術力を世界に向けて発信

■5 昼休みは社員食堂でほっとひと息。
仕事中と休憩時間のメリハリをつけて
働くことも大切な安全管理の一つだ。
■6 ボウリング大会やオフィシャルスポ
ンサーを務める楽天イーグルスの試合
観戦、芋煮会など季節ごとのイベント
で、社員同士の交流を図っている。

■7 2013年にスタートした東北工業大学との産学連携プロジェクトでは、学生たちの
若い感性と自由な発想から生まれる新商品の開発に取り組んでいる。

　素材メーカーといっても１種類に特化せず、ゴム、プラスチック、ウ
レタン、繊維と扱っている素材が多いので、いろいろな種類の設備設
計に携われると思い入社しました。プロセス技術課は設備の立ち上げ
や保守・メンテナンス、新規設備の導入を行っています。扱う素材が
多岐にわたるため、材料ごとの特性をつかんで設計開発する必要があ
り、それが難しい部分でもあります。一番やりがいを感じるのは、こう
すると製造しやすくなるだろうと自分がこだわって設計した部分に対し
て、製造担当者から「使いやすかったよ」と共感してもらえた時です。
当社の魅力は自分で考えたことをちゃんとカタチにさせてくれること。
社員に挑戦させてくれる会社です。福利厚生が充実している点も気に
入っています。

【名前】阿部 裕貴　【在籍年数】２年９ヵ月
【配属】プロセス技術課プロセス技術係

製造スタッフが使いやすい
設備設計を心がけています

profile

機械好きには

たまらない仕事です

　高校の通学路に当社があり、興味を持ったことが入社のきっかけで
した。私は小さい頃から絵を描くことが好きで、高校では美術部に所
属していました。現在は開発技術課に配属され、主にキャラクタース
ポンジのデザインを担当しています。自治体のマスコットキャラクター
をデザインすることが多いのですが、デザインを細かくしすぎると穴開
け加工ができないため、キャラクターの特徴を残しつつ、どうやって表
現するかを考えるようにしています。一番うれしかったのは、自分がデ
ザインしたスポンジが採用され、お客様から「かわいいね」と言っても
らえた時です。これからもお客様に満足していただけるデザインを目
指し、さらに自分のアイディアで製品を生み出せるように頑張りたいで
す。

【名前】大友 華苗　【在籍年数】１年９ヵ月
【配属】開発技術課開発技術係

自分がデザインしたものが採用され
お客様に喜んでもらえました

profile

身近な先輩に

相談しやすいです
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会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？
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